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BOOK SHELF
こ
こ
数
年
来
韓
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）、
朝
鮮
半
島
に
関

す
る
出
版
物
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
昨
年
二
○
○
二
年
の

日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
日
韓
国
民
交
流
年
に
よ
っ
て
日
韓
・
日

朝
の
国
際
交
流
に
改
め
て
焦
点
が
あ
て
ら

れ
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
北
朝
鮮
の

核
開
発
疑
惑
や
、
日
本
人
拉
致
問
題
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
触
発
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
大
き
い
。

日
韓
国
民
交
流
年
に
向
け
て
全
国
の
各

自
治
体
や
経
済
、
政
治
、
文
化
な
ど
多
く

の
関
連
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
日
韓
交
流
事

業
、
共
同
事
業
、
文
化
行
事
を
推
進
し
た
。

学
術
界
も
歴
史
、
政
治
、
経
済
、
北
朝
鮮

な
ど
の
分
野
ご
と
に
共
同
研
究
を
発
足
さ

せ
た
。
そ
れ
ら
は
一
九
九
八
年
の
日
韓
共

同
宣
言
の
歴
史
認
識
を
出
発
点
と
し
て
い

る
。い

ち
早
く
共
同
研
究
に
着
手
し
た
歴
史

学
の
分
野
で
は
双
方
の
歴
史
教
科
書
の
検

討
と
批
判
、
共
存
の
歴
史
教
科
書
作
り
の

提
言
、
教
科
書
制
度
の
研
究
が
あ
り
、
共

同
研
究
批
判
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
の
提

起
な
ど
議
論
が
起
こ
り
、『
日
韓
歴
史
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報

告
書
―
―
世
界
国
家
時
代
の
歴
史
研
究
と

信
頼
さ
れ
る
歴
史
副
読
本
を
め
ざ
し
て
』

（
日
韓
歴
史
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
事
務
局
　
一
九
九
九
年
）
を
例
と
し

て
歴
史
教
科
書
関
連
図
書
の
刊
行
が
相
次

い
だ
。
そ
の
他
、
日
韓
共
同
研
究
の
成
果

に
は
日
韓
共
同
研
究
叢
書
と
し
て
、
野
副

伸
一
・
朴
英
哲
編
『
東
ア
ジ
ア
経
済
協
力

の
現
状
と
可
能
性
』（
慶
応
義
塾
大
学
出

版
会
　
二
○
○
一
年
）、
宮
嶋
博
史
・
金

容
徳
編
『
近
代
交
流
史
と
相
互
認
識
Ⅰ
』

（
同
）、
小
此
木
政
夫
・
文
正
仁
編
『
市

場
・
国
家
・
国
際
体
制
』（
同
）
な
ど
が

あ
り
、
ま
た
戦
後
の
補
償
問
題
全
般
に
わ

た
る
共
同
研
究
の
成
果
に
は
、
池
明
観
ほ

か
編
著『
日
韓
の
相
互
理
解
と
戦
後
補
償
』

（
日
本
評
論
社
　
二
○
○
二
年
）
が
あ
げ

ら
れ
る
。

北
朝
鮮
に
関
す
る
図
書
の
刊
行
は
一
九

九
○
年
代
に
入
り
次
第
に
増
加
し
は
じ
め

た
。
当
研
究
所
図
書
館
編
『
発
展
途
上
国

日
本
語
文
献
目
録
二
○
○
○
年
版
』
は
、

北
朝
鮮
地
域
に
図
書
二
一
冊
、『
同
二
○

○
一
年
版
』
で
三
五
冊
を
採
録
し
て
い
る
。

二
○
○
二
年
中
の
刊
行
点
数
は
、
国
立
情

報
学
研
究
所
の
日
本
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
と
、
九
月
の
日
朝
首
脳
会
談
と
日
朝

平
壌
宣
言
を
受
け
て
、
五
○
冊
を
超
え
前

年
の
二
倍
の
量
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
さ

ら
に
二
○
○
三
年
で
は
二
月
末
で
す
で
に

二
○
冊
に
達
す
る
勢
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
市
販
の
北
朝
鮮
関
連
図
書
の
圧

倒
的
多
数
は
、
国
家
社
会
を
攻
撃
・
揶
揄

し
、
扇
情
的
な
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

和
田
春
樹
・
高
崎
宗
司
編
著
『
北
朝
鮮

本
を
ど
う
読
む
か
』（
明
石
書
店
　
二
○

○
三
年
）
は
、
日
本
の
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
、

月
刊
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
張
っ
た

北
朝
鮮
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
そ

の
発
端
か
ら
解
明
し
、
北
朝
鮮
関
連
図
書

の
洪
水
現
象
を
そ
の
背
景
、
書
き
手
、
出

版
社
な
ど
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

同
書
は
ま
た
、
韓
国
に
お
け
る
北
朝
鮮

関
連
図
書
を
め
ぐ
る
状
況
や
日
本
と
の
差

異
を
紹
介
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
南
北
首

脳
会
談
が
行
わ
れ
た
二
○
○
○
年
以
後
、

北
朝
鮮
関
連
図
書
の
刊
行
点
数
が
急
増
し

毎
年
五
○
冊
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
姿
勢
は
「
冷
静
に
北
朝
鮮
を
見
つ
め
、

関
係
を
少
し
で
も
改
善
さ
せ
、
よ
い
方
向

に
進
め
る
と
い
う
願
い
か
ら
出
発
し
て
お

り
」、
こ
れ
は
「
日
本
の
状
況
と
天
地
の

差
が
あ
る
」
と
北
朝
鮮
本
が
濫
造
さ
れ
る

日
本
の
状
況
を
怒
り
を
も
っ
て
批
判
し
て

い
る
。「
拉
致
問
題
だ
け
が
偏
重
さ
れ
、

一
方
で
は
植
民
地
支
配
に
対
す
る
謝
罪
と

経
済
協
力
問
題
、
他
方
で
は
核
と
ミ
サ
イ

ル
の
安
全
保
障
問
題
が
全
く
議
論
さ
れ

ず
」
と
し
て
「
平
壌
宣
言
と
健
全
な
世
論

を
背
景
に
し
て
拉
致
、
補
償
、
経
済
協
力
、

安
全
保
障
問
題
な
ど
」
を
解
決
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
で
い
る
。

二
○
○
二
年
は
特
に
歴
史
事
典
や
総
合

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
類
が
例
年
に
な
く
数
多
く

刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
金
容
権
編
著
『
早

わ
か
り
韓
国
を
知
る
事
典
―
―
暮
ら
し
か

ら
歴
史
ま
で
厳
選
五
○
○
キ
ー
ワ
ー
ド
』

（
東
海
教
育
研
究
所
）、
秋
月
望
・
丹
羽
泉

編
著
『
韓
国
百
科
第
二
版
』（
大
修
館
書

店
）、
和
田
春
樹
・
石
坂
浩
一
編
『
岩
波

小
辞
典
　
現
代
韓
国
・
朝
鮮
』（
岩
波
書

店
）、
曹
喜
淑
著
『
現
代
韓
国
を
知
る
キ

ー
ワ
ー
ド
七
七
』（
大
修
館
書
店
）、
三
橋

広
夫
著
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
韓
国
・
朝
鮮

の
歴
史
Ｑ
＆
Ａ
』（
大
月
書
店
）、
韓
国
史

事
典
編
纂
会
・
金
容
権
編
著
『
朝
鮮
韓
国

近
現
代
史
事
典
　
１
８
６
０
―
２
０
０

１
』（
日
本
評
論
社
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
特
に
古
田
博
司
・
小
倉
紀
藏
編

『
韓
国
学
の
す
べ
て
』（
新
書
館
）
は
同
地

域
を
ま
ず
問
題
と
し
て
捉
え
、
事
件
や
運

動
な
ど
を
贖
罪
と
連
帯
の
地
平
か
ら
語
る

従
来
の
解
説
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
、

と
編
者
（
古
田
）
が
『
月
刊
し
に
か
』

（
二
○
○
二
年
一
一
月
号
）
で
自
薦
し
て

い
る
。
環
太
平
洋
問
題
研
究
所
編
『
韓

国
・
北
朝
鮮
総
覧
二
○
○
二
（VO

L.4

）』

（
原
書
房
）
は
、
一
九
九
三
年
（V

O
L.3

）

以
来
九
年
ぶ
り
の
刊
行
で
「
朝
鮮
問
題
と

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
」
等
を
特
集
し
て
い
る
。

ま
た
エ
ス
・
ビ
ー
・
ビ
ー
編
『「
全
真
相
」

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
第
四
版
）』

（
政
治
経
済
研
究
会
）
は
総
六
七
二
ペ
ー

ジ
の
巻
頭
に
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
素
顔
」
と
題
し
て
豊
富
な
カ
ラ
ー
写

真
を
組
み
、「
特
集
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」

の
項
目
を
た
て
て
い
る
。

（
の
だ
　
み
よ
こ
／
図
書
館
図
書
整
備

課
）

野
田
美
代
子

最
近
の
朝
鮮
半
島
に

関
す
る
図
書
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ー


